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全
国
で
激
し
い
抵
抗
運
動
も

２
０
１
１
年
に
聖
州
知
事
に

就
任
す
る
前
の
、
２
０
１
０

年
末
時
点
の
聖
州
の
負
債

額
は
歳
入
の
１
５
２
・
９
％

だ
っ
た
が
、
１
７
年
末
現

在
の
負
債
額
は
歳
入
の

１
７
０
・９
％
に
増
え
た
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
州
政
は
、

２
０
１
１
年
か
ら
１
４
年

に
、
ジ
ウ
マ
前
大
統
領
（
労

働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）
政
権
が
出

し
た
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
資

金
調
達
に
公
的
銀
行
を
頼
る

べ
し
」
の
号
令
に
従
い
、
負

債
を
拡
大
さ
せ
た
。
ま
た
、

１
４
〜
１
６
年
の
景
気
後
退

も
州
財
政
を
圧
迫
し
た
。

　

２
０
１
７
年
に
は
不
況
を

脱
出
し
た
も
の
の
、
州
の
歳

入
額
は
４
年
前
の
１
３
年
よ

り
も
７
％
少
な
か
っ
た
。
ま

た
２
０
１
０
年
の
人
件
費
は

歳
入
の
４
５
・
８
％
だ
っ
た

が
、
１
７
年
は
５
１
・
２
％

に
増
え
て
い
る
。

　

国
庫
庁
は
、
聖
州
で
の
人

件
費
の
比
率
は
全
国
平
均
レ

ベ
ル
で
、
１
０
年
か
ら
１
６

　

パ
ラ
ナ
州
連
邦
地
裁
の
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
判
事
は
５
日
夕
方
、
ル
ー
ラ
元
大
統

領
に
対
す
る
逮
捕
令
を
出
し
、
６
日
の
１
７
時
ま
で
に
パ
ラ
ナ
州
ク
リ
チ
ー
バ
の

連
邦
警
察
に
出
頭
す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ル
ー
ラ
氏
は
抵
抗
を
示
し

て
い
る
。
６
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

ザ
ニ
ン
氏
と
ル
ー
ラ
研
究
所

を
後
に
し
、
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル

ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
の
金
属
労

組
本
部
前
で
の
抗
議
行
動
に

参
加
。
そ
の
ま
ま
、
そ
こ
に

留
ま
っ
た
。

　

ル
ー
ラ
氏
は
金
属
労
組
の

委
員
長
を
務
め
て
い
た
が
、

軍
事
政
権
下
の
１
９
８
０

年
４
月
に
「
デ
モ
を
扇
動
し

た
」
と
の
理
由
で
逮
捕
さ
れ

て
い
る
。
今
回
は
そ
れ
以
来
、

３
８
年
ぶ
り
に
逮
捕
命
令
を

受
け
た
こ
と
に
な
る
。

　

伯
国
の
大
統
領
で
は
、
エ

ル
メ
ス
・
ダ
・
フ
ォ
ン
セ
ッ
カ

（
１
９
２
２
年
）、
ワ
シ
ン

ト
ン
・
ル
イ
ス
（
１
９
３
０

年
）、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ベ
ル

ナ
ル
デ
ス
（
１
９
３
２
年
と

３
９
年
）、
ジ
ュ
セ
リ
ー
ノ
・

ク
ビ
チ
ェ
ッ
キ
（
１
９
６
８
）

の
４
人
が
、
在
任
中
ま
た
は

退
任
後
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
い
ず
れ
も
政
治
的
な

理
由
に
よ
る
も
の
で
、
今
回

の
よ
う
な
収
賄
や
資
金
洗
浄

と
い
っ
た
犯
罪
で
逮
捕
さ
れ
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
と
な
る
。

　

連
警
は
ル
ー
ラ
氏
支
持
者

ら
と
の
抗
争
回
避
を
願
い
、

　

５
日
夜
、
ル
ー
ラ
元
大

統
領
へ
の
逮
捕
命
令
が
出
た

こ
と
で
、
伯
国
は
６
日
に
か

け
て
騒
然
と
な
っ
た
。
伯
国

が
未
曾
有
の
好
景
気
に
沸
い

た
ル
ー
ラ
政
権
下
に
、
こ
の

よ
う
な
事
態
を
想
像
し
た
人

同
氏
の
出
頭
を
待
っ
て
い
た

が
、
元
大
統
領
は
５
日
１
７

時
現
在
も
金
属
労
組
内
に
篭

り
、
連
警
が
連
行
し
に
来
る

の
を
待
っ
て
い
る
。
１
７
時

過
ぎ
の
報
道
に
よ
る
と
、
同

氏
の
弁
護
士
は
身
柄
の
引
渡

し
に
つ
い
て
連
警
と
交
渉
中

で
、「
抵
抗
は
し
な
い
」
と
話

し
て
い
る
と
い
う
。

　

た
だ
、
５
日
夜
か
ら
６
日

に
か
け
て
全
国
的
に
抗
議
行

動
の
波
が
拡
大
し
、
暴
力
的

な
事
態
も
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
。
５
日
夜
に
は
ル
ー
ラ

研
究
所
の
前
で
反
ル
ー
ラ
派

の
人
物
が
暴
行
を
受
け
、
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
頭
を
強
打

し
て
流
血
す
る
な
ど
の
被
害

が
起
き
て
い
る
。

　

逮
捕
反
対
デ
モ
は
ル
ー

ル
ー
ラ
、金
属
労
組
に
立
て
篭
も
り

年
の
間
の
人
件
費
上
昇
率
が

最
も
小
さ
か
っ
た
州
の
一
つ

だ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
聖

州
財
政
は
、
年
金
の
支
払
い

に
苦
し
ん
で
お
り
、
現
在
の

社
会
保
障
費
は
、
教
育
部
門

の
支
出
よ
り
大
き
い
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
前
知
事
の
離

任
に
合
わ
せ
て
、
聖
市
や
聖

間
で
聖
州
の
予
算
の
状
況
は

悪
化
し
た
と
６
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
（
Ｆ
）
紙
が
報
じ
た
。

　

聖
州
は
こ
の
７
年
間
で
、

負
債
の
割
合
と
、
現
役
公
務

員
の
給
与
や
定
年
後
の
公
務

員
へ
の
年
金
な
ど
の
人
件
費

が
増
大
し
た
。
年
金
を
含
む

社
会
保
障
費
の
増
大
は
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
教
育
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
投
資
の

た
め
の
資
金
が
圧
迫
さ
れ
る

事
態
を
招
い
た
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
が

　
【
既
報
関
連
】
１
０
月
に

行
わ
れ
る
大
統
領
選
挙
に
出

馬
す
る
た
め
、ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・

ア
ウ
キ
ミ
ン
聖
州
知
事
（
社

会
民
主
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
が

６
日
に
退
任
し
、マ
ル
シ
オ
・

フ
ラ
ン
サ
副
知
事
（
伯
国
社

会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
に
そ
の
座

を
譲
っ
た
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
は
、

２
０
１
１
年
に
自
身
２
度
目

の
聖
州
知
事
の
座
に
就
き
、

１
４
年
の
選
挙
で
も
再
選
し

た
。
退
任
す
る
ま
で
の
７
年

任
期
７
年
で
聖
州
財
政
は
悪
化

２
日
連
続
で
ベ
国
難
民
移
送

市
大
都
市
圏
で
は
、
地
下
鉄

や
都
電
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
）
の
新

線
開
通
、
新
駅
開
業
が
相
次

い
だ
。
３
月
３
０
日
に
は
聖

市
と
グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
空
港

と
を
結
ぶ
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
１
３
号

線
が
開
通
し
、
４
月
４
日
か

ら
６
日
に
か
け
て
は
、
３
日

連
続
で
地
下
鉄
４
、５
号
線

と
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
１
５
号

線
で
計
６
駅
が
開
業
し
た
。

　

駅
に
よ
っ
て
は
、
一
部
の

出
入
り
口
な
ど
、
全
て
の
工

事
が
終
わ
ら
な
い
ま
ま
に
開

業
し
て
お
り
、「
選
挙
を
意

識
し
て
、
離
任
直
前
に
無
理

や
り
開
業
か
？
」
と
の
批
判

も
出
た
が
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏

は
、「
選
挙
目
的
で
は
な
い
。

任
期
終
盤
で
駅
が
出
来
上

が
っ
て
く
る
の
は
当
た
り
前

の
事
だ
。
離
任
後
に
出
来
上

が
っ
て
開
業
す
る
駅
だ
っ
て

沢
山
あ
る
」
と
語
っ
た
。

８
小
法
廷
が
モ
ロ
判
事
に
刑

執
行
許
可
を
出
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
出
さ
れ
た
。

　
こ
の
一
報
に
、
ホ
ー
ム
レ
ス

運
動
（
セ
ン
・
テ
ッ
ト
、
Ｍ

Ｓ
Ｔ
Ｃ
な
ど
）
や
土
地
な
し

農
民
運
動
（
Ｍ
Ｓ
Ｔ
）
は
強

く
反
対
し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
ソ

ン
（
抗
議
行
動
）
を
行
う
と

宣
言
し
た
。

　

ま
た
、
ル
ー
ラ
氏
の
地
盤

で
あ
る
大
聖
市
圏
サ
ン
ベ
ル

ナ
ル
ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
の
金

属
労
組
は
５
日
夜
、
同
組
合

本
部
前
で
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
ソ
ン

を
行
っ
た
。

　

ル
ー
ラ
氏
は
５
日
、
朝
か

ら
ず
っ
と
聖
市
の
ル
ー
ラ
研

究
所
で
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）

幹
部
や
弁
護
士
ら
と
会
合
を

重
ね
て
い
た
が
、
逮
捕
令
が

出
た
こ
と
を
知
る
と
、
担
当

弁
護
士
の
ク
リ
ス
チ
ア
ー
ノ
・

コーヴァス新聖市長（左）と共に、「この２人知ってる？」と
書かれた、マルシオ・フランサ新聖州知事（右）

バスに分譲して聖市のＣＴＡに到着し
たベネズエラ人とそれを迎える職員達
（Rovena Rosa/Agência Brasil）

５日夜、金属労組での抗議活動中に現れたルーラ氏
（Ricardo Stuckert）

最
高
裁
判
断
の
翌
日
に

ラ
氏
の
票
田
で
も
あ
る
北
東

伯
で
も
相
次
ぎ
、
ペ
ル
ナ
ン

ブ
ッ
コ
州
レ
シ
フ
ェ
の
国
道

１
０
１
号
線
で
は
６
日
朝
、

タ
イ
ヤ
を
積
ん
で
火
を
か
け

て
通
行
を
封
鎖
す
る
な
ど
の

事
態
が
起
き
て
い
る
。

が
い
た
だ
ろ
う
か
。
労
働
者

党
（
Ｐ
Ｔ
）
は
ル
ー
ラ
氏
の

逮
捕
に
関
し
て
、「
ガ
ン
ジ
ー

を
捕
ま
え
る
よ
う
な
も
の
だ
」

と
ま
で
言
い
切
り
、
同
氏
が

大
統
領
時
代
に
数
多
く
存
在

し
た
中
南
米
の
左
翼
系
の
大

統
領
経
験
者
た
ち
も
、こ
ぞ
っ

て
伯
国
の
司
法
批
判
を
行
っ

て
い
る
。
一
方
、
伯
国
か
ら

の
汚
職
撲
滅
、
社
会
的
公
正

を
求
め
て
、
ル
ー
ラ
氏
逮
捕

を
求
め
て
い
た
人
た
ち
も「
本

当
に
逮
捕
が
実
現
し
ち
ゃ
う

の
」
と
事
態
の
進
展
に
驚
い

て
い
る
状
況
だ
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
逮
捕
の
瞬
間
が
伯
国

史
に
残
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　
　
　
　
　

◎

　

先
日
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

個
人
情
報
の
漏
洩
が
起
こ
り
、

国
際
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

た
が
、
そ
の
中
に
は
伯
人
の

デ
ー
タ
も
４
４
万
３
１
１
７

人
分
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

７
千
万
人
も
漏
れ
て
い
た
ア

メ
リ
カ
人
か
ら
比
べ
る
と
少

な
く
見
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
伯
人
の
情
報
漏
洩
の
人

数
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
（
こ
こ
ま
で

が
１
０
０
万
人
以
上
）、
メ

キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド

に
次
ぐ
規
模
だ
と
い
う
か
ら

や
は
り
多
い
。
ネ
ッ
ト
生
活

は
不
可
欠
な
現
在
だ
が
、
気

を
つ
け
る
べ
き
こ
と
は
あ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

５
日
の
サ
ッ
カ
ー
の
リ
ベ
ル

タ
ド
ー
レ
ス
杯
、
サ
ン
ト
ス

は
敵
地
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
の

対
エ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ア
ン
テ
戦
に

１
―
０
で
勝
利
し
、
グ
ル
ー

プ
６
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。
現

在
、伯
国
勢
は
、フ
ラ
メ
ン
ゴ
、

コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
、
パ
ル
メ
イ

ラ
ス
も
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
グ

ル
ー
プ
で
１
位
と
な
か
な
か

好
調
。
昨
年
の
グ
レ
ミ
オ
に

次
ぐ
、
南
米
一
の
栄
冠
を
期

待
し
た
い
も
の
だ
。

　

岩
塩
層
下
油
田
の
入
札
は

こ
れ
ま
で
に
３
回
行
わ
れ
て

お
り
、
６
月
７
日
に
は
第
４

回
目
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

連
邦
政
府
は
８
月
に
特
別
措

置
と
し
て
、
第
５
回
岩
塩
層

下
油
田
入
札
を
行
い
、
Ｓ

―
Ｍ
―
５
３
４
と
Ｓ
―
Ｍ
―

６
４
５
、
元
々
６
月
７
日
に

入
札
予
定
だ
っ
た
も
う
一
つ

の
油
田
の
、
合
わ
せ
て
３
鉱

区
の
入
札
を
行
う
こ
と
を
望

ん
で
い
る
と
、
６
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

三
つ
の
鉱
区
は
全
て
、
リ

オ
州
南
部
か
ら
サ
ン
タ
カ
タ

リ
ー
ナ
州
北
部
の
沖
合
に
広

が
る
サ
ン
ト
ス
堆
積
盆
地
内

に
あ
る
。

　

３
月
２
９
日
に
行
わ
れ
た

第
１
５
回
伯
国
石
油
天
然
ガ

ス
開
発
権
入
札
は
、
２
２

鉱
区
が
総
額
約
８
０
億
レ
ア

ル
で
落
札
と
、
政
府
予
測
の

４
５
億
レ
を
大
き
く
上
回
る

結
果
だ
っ
た
。

　

８
０
億
レ
は
既
に
史
上
最

高
の
落
札
額
だ
が
、
こ
の
時

の
入
札
は
、
前
日
の
３
月

２
８
日
に
、
連
邦
会
計
検
査

院
（
Ｔ
Ｃ
Ｕ
）
が
、
高
額
落

札
が
見
込
ま
れ
る
、
二
つ

の
岩
塩
層
下
油
田
Ｓ
―
Ｍ

―
５
３
４
と
、
Ｓ
―
Ｍ
―

６
４
５
を
入
札
に
含
め
る
事

を
禁
止
し
た
上
で
行
わ
れ

た
。

　

第
５
回
岩
塩
層
下
油
田
入

札
実
施
に
は
、
国
家
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
審
議
会
（
Ｃ
Ｎ
Ｐ

Ｅ
）
と
官
民
合
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
審
議
会
で
の

承
認
が
必
要
だ
。

　

ま
た
、
第
５
回
岩
塩
層
下

油
田
入
札
に
よ
る
落
札
価
格

の
計
算
は
ま
だ
終
了
し
て
い

な
い
。

　

岩
塩
層
上
油
田
の
み
の
入

札
を
行
お
う
と
し
て
い
た
た

め
に
３
月
末
の
入
札
か
ら
除

か
れ
た
Ｓ
―
Ｍ
―
５
３
４
と

Ｓ
―
Ｍ
―
６
４
５
は
、
３
月

の
時
点
で
３
５
億
レ
で
の
落

札
が
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、

岩
塩
層
下
の
油
田
開
発
も
含

ま
れ
れ
ば
、
当
然
、
そ
の
価

値
は
上
昇
す
る
。

　
【
既
報
関
連
】
伯
国
北
端

の
ロ
ラ
イ
マ
州
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

難
民
急
増
問
題
で
悲
鳴
を
あ

げ
る
中
、
５
、６
日
に
、
計

２
７
９
人
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人

が
空
軍
機
で
移
送
さ
れ
た
と

５
、６
日
付
伯
字
紙
や
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

５
日
に
移
送
さ
れ
た
の
は

１
１
６
人
で
、
ロ
ラ
イ
マ
州

都
の
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
を
ブ

ラ
ジ
リ
ア
時
間
の
９
時
３
４

分
（
現
地
時
間
は
８
時
３
４

分
）
に
出
立
。
午
後
１
時
に

聖
州
グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
の
空

軍
基
地
に
到
着
し
た
。

　

１
１
６
人
は
バ
ス
に
分
乗

し
、
８
３
人
が
聖
市
所
有
の

受
け
入
れ
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｔ

Ａ
）
に
、
２
９
人
が
民
間
の

収
容
施
設
に
、
４
人
が
聖
州

政
府
管
轄
の
施
設
に
各
々
運

ば
れ
た
。

　

ま
た
、
６
日
朝
９
時
３
０

分（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
時
間
）に
は
、

１
６
３
人
を
乗
せ
た
空
軍
機

が
ボ
ア・
ヴ
ィ
ス
タ
を
発
っ
た
。

こ
の
日
の
移
送
先
は
２
カ
所

で
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
時
間
の
午

後
１
時
（
現
地
時
間
の
正
午
）

に
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
ク
イ

ア
バ
市
に
到
着
し
た
７
０
人

は
、
バ
ス
で
民
間
施
設
に
運

ば
れ
た
。

　

残
る
９
３
人
は
グ
ア
ル
ー

リ
ョ
ス
市
の
空
軍
基
地
に
到

着
後
、
バ
ス
で
聖
市
ま
で
移

動
。
聖
市
と
聖
州
の
所
有
施

設
に
収
容
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
２
７
９
人
は
皆
、

本
国
の
政
治
的
、
経
済
的
、

社
会
的
な
危
機
を
逃
れ
て
伯

国
に
入
っ
て
き
て
お
り
、
難

民
申
請
も
行
っ
て
い
る
。
医

療
サ
ー
ビ
ス
や
雇
用
、
生
活

の
質
向
上
を
願
っ
て
伯
国
に

流
入
し
て
く
る
難
民
は
１
日

４
０
０
〜
４
５
０
人
と
い
わ

れ
、
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
だ
け

で
推
定
４
万
人
の
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
人
が
住
ん
で
い
る
。

　

ロ
ラ
イ
マ
州
か
ら
の
難
民

移
送
の
た
め
に
は
、
３
月
に

出
た
暫
定
令
で
計
上
さ
れ
た

１
億
９
千
万
レ
ア
ル
の
特
別

予
算
が
使
わ
れ
る
。

　

な
お
、
ロ
ラ
イ
マ
州
で
は

現
在
、
麻
疹
（
は
し
か
）
が

流
行
中
で
、
本
国
で
流
行
し

て
い
る
ジ
フ
テ
リ
ア
も
流
行

の
可
能
性
が
あ
る
。
今
回
移

送
さ
れ
た
２
７
９
人
は
、
流

行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く

風
邪
）
や
風
疹
、
黄
熱
病
、

破
傷
風
、
百
日
咳
も
含
め
た

予
防
接
種
を
受
け
て
お
り
、

就
業
の
意
思
な
ど
も
明

確
に
表
明
し
て
い
る
。

　

な
お
、
聖
市
は
既
に
、

同
市
で
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

人
３
０
０
人
を
受
け
入

れ
る
と
の
意
向
を
表
明

し
て
お
り
、
今
後
も
難

民
移
送
は
続
く
。

　

ロ
ラ
イ
マ
州
に
は
現

在
、
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ

に
５
カ
所
、
国
境
の
町

パ
カ
ラ
イ
マ
に
１
カ
所

　

３
月
２
７
日
に
パ
ラ
ナ
州

で
起
こ
っ
た
ル
ー
ラ
元
大
統

領
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
バ
ス
に
対

す
る
発
砲
に
関
し
、
パ
ラ
ナ

州
市
警
が
５
日
に
鑑
識
結
果

を
発
表
し
、
銃
弾
が
近
距
離

で
撃
た
れ
た
と
の
見
解
を
明

ら
か
に
し
た
。
６
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

鑑
識
家
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ク
ロ
ウ
ス
キ
ー
氏
に
よ
る
と
、

銃
弾
は
バ
ス
か
ら
極
め
て
近

い
場
所
か
ら
放
た
れ
た
と
い

う
。
銃
弾
は
３
２
口
径
で
、

か
な
り
古
く
な
っ
た
銃
か
ら

放
た
れ
た
と
い
う
。

　

そ
の
距
離
は
、
推
定
で

１
９
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
近
さ

だ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
襲
撃
当
日
、
労
働

者
党（
Ｐ
Ｔ
）は
、３
台
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
バ
ス
の
内
、
２
台

が
発
砲
被
害
に
遭
っ
た
と
発

言
し
た
が
、
実
際
に
は
１
台

の
バ
ス
に
し
か
銃
弾
の
痕
は

な
か
っ
た
（
も
う
１
台
の
バ
ス

の
傷
は
火
器
以
外
の
も
の
に

よ
る
）
と
い
う
。

　

ク
ロ
ウ
ス
キ
ー
氏
に
よ
る

と
、
発
砲
は
１
９
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
場
所
で
、
４
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
か
ら
行
わ
れ
た
と

い
う
。
撃
っ
た
人
物
は
バ
ス
の

後
ろ
側
に
い
た
と
見
ら
れ
て

い
る
が
、
銃
撃
が
走
行
中
に

起
き
た
か
停
車
中
に
起
き
た

か
に
つ
い
て
市
警
は
明
ら
か

に
し
な
か
っ
た
。

　

現
時
点
で
は
ま
だ
、
犯
人

の
手
が
か
り
は
つ
か
め
て
い
な

い
。

外国為替市況
中銀サイトより

4月6日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.3652  R$
買　3.3641  R$

円相場
売　0.0315  R$
買　0.0315  R$

モロ判事が遂に逮捕命令
　

５
日
の
モ
ロ
判
事
に
よ
る

逮
捕
命
令
は
４
日
の
最
高
裁

で
の
ル
ー
ラ
氏
へ
の
人
身
保

護
令
（
Ｈ
Ｃ
）
適
用
却
下
を

受
け
た
も
の
で
、
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
に
関
わ
る
裁
判

の
第
２
審
を
担
当
し
、
ル
ー

ラ
氏
に
１
２
年
１
カ
月
の
実

刑
判
決
を
出
し
た
連
邦
第
４

地
域
裁
（
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
）
第

８
月
に
第
５
回
特
別
入
札
実
施

高
額
な
落
札
価
格
を
期
待

聖
市
と
ク
イ
ア
バ
に
２
７
９
人

ア
ウ
キ
ミ
ン
聖
州
知
事
が
退
任

（２）２０１８年 第４９７２号 ４月 ７日 （土曜日）

岩塩層下油田

パ
ラ
ナ
州
市
警
が
鑑
識
結
果

「
近
距
離
か
ら
撃
た
れ
た
」

ルーラ・バス襲撃

離
任
直
前
に
公
共
交
通

機
関
の
追
い
込
み
工
事
も

の
難
民
収
容
施
設
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
満
杯
な
た
め
、
州

都
南
部
に
近
日
中
に
も
う
１

カ
所
、
収
容
所
が
新
設
さ
れ

る
と
い
う
。



　

最さ
い

近き
ん

、
あ
る
大だ

い

学が
く

で
非ひ

常じ
ょ
う

勤き
ん

講こ
う

師し

と
し
て
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

論ろ
ん

の

講こ
う

義ぎ

を
担た

ん

当と
う

さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
文ぶ

ん

化か

論ろ
ん

を
理り

屈く
つ

と
し
て
講こ

う

義ぎ

し
て
も
面お

も

白し
ろ

く
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
な
る
べ
く

学が
く

生せ
い

諸し
ょ

君く
ん

に
課か

題だ
い

を
与あ

た

え
て
考か

ん
が
え
て
も
ら
う
よ
う
に
心こ

こ
ろ
が
け

た
。
そ
こ
で
講こ

う

義ぎ

の
冒ぼ

う

頭と
う

に
「
皆み

な

さ
ん
が
外が

い

国こ
く

に
行い

っ
た
り
、

日に

本ほ
ん

で
外が

い

国こ
く

人じ
ん

旅り
ょ

行こ
う

者し
ゃ

と
出で

会あ

っ
て
、
日に

本ほ
ん

て
ど
ん
な
国く

に

？
、

と
聞き

か
れ
た
ら
、
ど
う
答こ

た

え
ま
す
か
？
」
と
質し

つ

問も
ん

し
た
。

　

４
０
人に

ん

ほ
ど
の
ク
ラ
ス
で
、
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

も
７
、８
人に

ん

い
た
。
答こ

た

え
と
し
て
、「
安あ

ん

全ぜ
ん

な
国く

に

」「
清せ

い

潔け
つ

な
国く

に

」「
皆み

な

が
親し

ん

切せ
つ

」
な
ど

と
肯こ

う

定て
い

的て
き

な
評

ひ
ょ
う

価か

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
は
嬉う

れ

し
く
聞き

い
た
。

し
か
し
日に

本ほ
ん

に
来き

た
ば
か
り
の
韓か

ん

国こ
く

客き
ゃ
くや
、
ま
だ
日に

本ほ
ん

を
見み

た
こ
と
も
無な

い
人ひ

と

々び
と

に
対た

い

し
て
、
こ
の
よ
う
に
感か

ん

覚か
く

的て
き

、
定て

い

性せ
い

的て
き

な
答こ

た

え
を
出だ

し
て
も
、あ
ま
り
パ
ン
チ
は
効き

か
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
よ
り
は
、
な
る
べ
く
定て

い

量り
ょ
う

的て
き

な
、
か
つ
聞き

い
た
人ひ

と

が

自じ

国こ
く

と
比く

ら

べ
ら
れ
る
よ
う
な
答こ

た

え
の
方ほ

う

が
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

る
。
例た

と

え
ば
、
私わ

た
し
が
最さ

い

初し
ょ

に
イ
タ
リ
ア
に
赴ふ

任に
ん

し
た
時と

き

に
、

日に

本ほ
ん

で
習な

ら

っ
た
イ
タ
リ
ア
語ご

が
ど
れ
だ
け
通つ

う

じ
る
か
の
テ
ス
ト

を
兼か

ね
て
、
運う

ん

転て
ん

手し
ゅ

に
「
日に

本ほ
ん

の
天て

ん

皇の
う

は
１
２
５
代だ

い

目め

だ
」

と
語か

た
っ
た
。

　

運う
ん

転て
ん

士し

は
大た

い

変へ
ん

驚お
ど
ろい
て
、「
マ
ン
マ
、
ミ
ー
ア
！
」
と
言い

っ

た
。「
私わ

た
しの
お
母か

あ

さ
ん
」
と
い
う
語ご

義ぎ

だ
が
、
日に

本ほ
ん

語ご

に
訳や

く

せ

ば
「
ひ
ぇ
ー
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
こ
れ
は
１
０
秒び

ょ
うで
日に

本ほ
ん

の

凄す
ご

さ
を
言い

い
表あ

ら
わ
す
殺こ

ろ

し
文も

ん

句く

な
の
で
あ
る
。

　

最さ
い

近き
ん

、
扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

か
ら
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
『
英え

い

語ご

対た
い

訳や
く

で
学ま

な

ぶ
日に

本ほ
ん　

歴れ
き

史し

と
文ぶ

ん

化か

の
１
１
１
項こ

う

目も
く

』［
１
］
は
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に

日に

本ほ
ん

を
伝つ

た

え
る
た
め
の
好こ

う

書し
ょ

で
あ
る
。
今こ

ん

回か
い

は
そ
の
中な

か

か
ら
、

「
日に

本ほ
ん

て
、
ど
ん
な
国く

に

？
」
と
い
う
質し

つ

問も
ん

に
答こ

た

え
る
た
め
の
面お

も

白し
ろ

い
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
い
く
つ
か
紹

し
ょ
う

介か
い

し
よ
う
。

　

日に

本ほ
ん

と
い
う
と
小こ

綺ぎ

麗れ
い

に
盛も

り
付つ

け
さ
れ
た
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

な

ど
、細こ

ま

や
か
な
美び

的て
き

イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

が
多お

お

い
が
、

「
日に

本ほ
ん

て
、ど
ん
な
国く

に

？
」

               
と
聞き

か
れ
た
ら

2018年
ねん

1月
がつ

28日
にち

版
ばん

そ
の
先せ

ん

入に
ゅ
う

観か
ん

の
裏う

ら

を
か
い
て
、
ス
ケ
ー
ル
の
大お

お

き
な
建け

ん

造ぞ
う

物ぶ
つ

な
ど
の
話は

な
し
を
す
る
の
も
、
ご
愛あ

い

敬き
ょ
うだ
ろ
う
。
た
と
え
ば
こ
の
本ほ

ん

で
は
仁に

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

陵り
ょ
うに
つ
い
て
次つ

ぎ

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

　
仁に

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

陵り
ょ
う（

大だ
い

仙せ
ん

古こ

墳ふ
ん

）
は
、
全ぜ

ん

長ち
ょ
う４

８
６
ｍ
、
高た

か

さ

３
５
ｍ
、
三さ

ん

重じ
ゅ
うの
濠ほ

り

を
含ふ

く

め
た
総そ

う

面め
ん

積せ
き

は
約や

く

４
６
万ま

ん

㎡
と
い

う
巨き

ょ

大だ
い

な
前ぜ

ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

で
あ
る
。
面め

ん

積せ
き

で
は
、
秦し

ん

の
始し

皇こ
う

帝て
い

陵り
ょ
うお
よ
び
エ
ジ
プ
ト
の
ク
フ
王お

う

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
凌し

の

ぐ
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

で
あ
る
。［
１
，　
ｐ
３
０
］

　

約や
く

４
６
万ま

ん

平へ
い

方ほ
う

メ
ー
ト
ル
と
言い

っ
て
も
、
ピ
ン
と
こ
な
い
だ

ろ
う
か
ら
、
例た

と

え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最さ

い

大だ
い

の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
、
約や

く

１
０
万ま

ん

人に
ん

を
収

し
ゅ
う

容よ
う

で
き
る
ス
ペ
イ
ン
の
カ
ン
プ
・
ノ
ウ

と
比く

ら

べ
て
み
よ
う
。
カ
ン
プ
・
ノ
ウ
は
敷し

き

地ち

面め
ん

積せ
き

５
万ま

ん

５
千せ

ん

平へ
い

方ほ
う

メ
ー
ト
ル
と
い
う
か
ら
、
そ
の
８
倍ば

い

以い

上じ
ょ
うで
あ
る
。
欧お

う

州
し
ゅ
う

最さ
い

大だ
い

の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
８
個こ

分ぶ
ん

の
面め

ん

積せ
き

と
言い

え
ば
、
そ

の
巨き

ょ

大だ
い

さ
が
想そ

う

像ぞ
う

で
き
よ
う
。

　
こ
の
部ぶ

分ぶ
ん

の
、
英え

い

訳や
く

も
見み

て
お
こ
う
。

　

前ぜ
ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

を
「
ａ　

ｋ
ｅ
ｙ
ｈ
ｏ
ｌ
ｅ
‐
ｓ
ｈ
ａ
ｐ

ｅ
ｄ　

ｂ
ｕ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ　
ｍ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
」
と
い
う
の
は
初は

じ

め
て
知し

っ
た
が
、「
鍵か

ぎ

穴あ
な

の
形か

た
ち
を
し
た
墳ふ

ん

墓ぼ

」
と
言い

う
意い

味み

で
、

英え
い

語ご

国こ
く

民み
ん

に
は
簡か

ん

単た
ん

に
理り

解か
い

で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
や

や
難む

ず
か
し
い
単た

ん

語ご

に
は
「
ｍ
ｏ
ａ
ｔ　
（
モ
ウ
ト
：
堀ほ

り

）」
な
ど

と
注

ち
ゅ
う

釈し
ゃ
くも
つ
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
聞き

き
慣な

れ
な
い
専せ

ん

門も
ん

用よ
う

語ご

や
固こ

有ゆ
う

名め
い

詞し

は
あ

る
も
の
の
、
英え

い

文ぶ
ん

と
し
て
は
平へ

い

明め
い

な
文ぶ

ん

体た
い

で
、
そ
の
ま
ま
暗あ

ん

記き

し
て
し
ま
え
ば
、
英え

い

作さ
く

文ぶ
ん

の
力ち

か
らが
つ
く
。
英え

い

語ご

で
自じ

分ぶ
ん

の
考か

ん
が
え

を
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
る
に
は
、
短み

じ
かい
言い

い
回ま

わ

し
を
オ
ウ
ム
の
よ
う
に
繰く

り

返か
え

す
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
中な

か

身み

の
あ
る
論ろ

ん

理り

的て
き

な
文ぶ

ん

章し
ょ
うを

丸ま
る

暗あ
ん

記き

し
た
方ほ

う

が
効こ

う

果か

的て
き

で
あ
る
。

　

大お
お

き
さ
よ
り
も
大だ

い

事じ

な
の
は
、
こ
の
墳ふ

ん

墓ぼ

が
ど
の
よ
う
に
造つ

く

ら
れ
た
か
だ
。
秦し

ん

の
始し

皇こ
う

帝て
い

は
巨き

ょ

大だ
い

な
墓は

か

や
万ば

ん

里り

の
長

ち
ょ
う

城じ
ょ
うの

建け
ん

設せ
つ

に
人じ

ん

民み
ん

を
酷こ

く

使し

し
、
そ
れ
が
原げ

ん

因い
ん

の
一ひ

と
つ
と
な
っ
て
、
秦し

ん

王お
う

朝ち
ょ
うは
わ
ず
か
１
５
年ね

ん

で
滅め

つ

亡ぼ
う

し
て
し
ま
っ
た
。
仁に

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

陵り
ょ
うは
全ま

っ
た
く
異こ

と

な
る
。

　

こ
の
墓は

か

は
、
土つ

ち

の
総そ

う

量り
ょ
うだ
け
で
も
１
０
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

２
５
万ま

ん

台だ
い

分ぶ
ん

と
い
わ
れ
、
１
日に

ち

２
０
０
０
人に

ん

が
働は

た
らい
た
と
し

て
も
、
約や

く

１
６
年ね

ん

間か
ん

を
要よ

う

す
る
大だ

い

土ど

木ぼ
く

工こ
う

事じ

だ
っ
た
。『
古こ

事じ

記き

』『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
に
よ
る
と
、
仁に

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

が
善ぜ

ん

政せ
い

を
行

お
こ
な
っ
た

た
め
民た

み

か
ら
慕し

た

わ
れ
、
工こ

う

事じ

に
当あ

た
っ
て
は
老お

い
も
若わ

か

き
も
力

ち
か
ら

を
合あ

わ
せ
た
。

　
仁に

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

は
村む

ら

々む
ら

の
疲ひ

弊へ
い

を
憂ゆ

う

慮り
ょ

し
、
こ
れ
を
救

き
ゅ
う

済さ
い

す
る

た
め
３
年ね

ん

間か
ん

徴ち
ょ
う

税ぜ
い

を
や
め
、
そ
の
結け

っ

果か

自じ

身し
ん

の
生せ

い

活か
つ

が
困こ

ん

窮き
ゅ
うし
つ
つ
も
、
民た

み

の
暮く

ら
し
が
回か

い

復ふ
く

し
た
こ
と
を
喜よ

ろ
こん
だ
と
い

う
伝で

ん

承し
ょ
うが
あ
る
。後の

ち

の
天て

ん

皇の
う

は
御ぎ

ょ

製せ
い

で
仁に

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

を
た
た
え
た
。

［
１
，　
ｐ
３
０
］

　

人じ
ん

民み
ん

を
独ど

く

裁さ
い

権け
ん

力り
ょ
くで
酷こ

く

使し

し
て
造つ

く

っ
た
墳ふ

ん

墓ぼ

と
、
人じ

ん

民み
ん

が

君く
ん

主し
ゅ

を
慕し

た
っ
て
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
て
造つ

く
っ
た
墳ふ

ん

墓ぼ

と
、
性せ

い

格か
く

が
ま
る

で
違ち

が

う
の
で
あ
る
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
皇こ

う

帝て
い

は
人じ

ん

民み
ん

を
自じ

分ぶ
ん

の
「
私し

有ゆ
う

財ざ
い

産さ
ん

」
と
考か

ん
が
え
て
搾さ

く

取し
ゅ

す
る
か
ら
、
そ
の
反は

ん

乱ら
ん

に
あ
っ
て
国く

に

が

長な
が

続つ
づ

き
し
な
い
。
長な

が

続つ
づ

き
し
て
も
数す

う

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

毎ご
と

に
は
、
大だ

い

規き

模ぼ

な
内な

い

乱ら
ん

が
起お

こ
っ
て
王お

う

朝ち
ょ
うが
交こ

う

替た
い

す
る
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

５
千せ

ん

年ね
ん

と
言い

う
が
、
現げ

ん

在ざ
い

の
中

ち
ゅ
う

華か

人じ
ん

民み
ん

共き
ょ
う

和わ

国こ
く

は

７
０
年ね

ん

足た

ら
ず
の
歴れ

き

史し

し
か
な
い
。
そ
の
前ま

え

の
清し

ん

朝ち
ょ
うも
３
百

び
ゃ
く

年ね
ん

足た

ら
ず
、
し
か
も
満ま

ん

洲し
ゅ
う

族ぞ
く

の
王お

う

朝ち
ょ
うで
、
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

は
そ
の
下し

た

で
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

支し

配は
い

を
受う

け
て
い
た
に
過す

ぎ
な
い
。

１
．「
日に

本ほ
ん

て
、
ど
ん
な
国く

に

？
」

　

も
う
一ひ

と
つ
、
日に

本ほ
ん

の
国く

に

柄が
ら

を
物も

の

語が
た

る
巨き

ょ

大だ
い

建け
ん

築ち
く

物ぶ
つ

が
出い

ず

雲も

大た
い

社し
ゃ

で
あ
る
。
古こ

代だ
い

日に

本ほ
ん

の
優す

ぐ

れ
た
土ど

木ぼ
く

建け
ん

築ち
く

技ぎ

術じ
ゅ
つを
窺う

か
が
う

こ
と
も
で
き
る
。

　

平へ
い

安あ
ん

時じ

代だ
い

の
出い

ず

雲も

に
は
高た

か

床ゆ
か

式し
き

の
建た

て

物も
の

が
聳そ

び

え
立た

っ
て
い

た
。
そ
の
高た

か

さ
は
４
８
ｍ
（
地じ

面め
ん

か
ら
床ゆ

か

ま
で
の
高た

か

さ
３
０

ｍ
）、加く

わ

え
て
、前ぜ

ん

面め
ん

に
長な

が

さ
１
０
９
ｍ
の
長

ち
ょ
う

大だ
い

な
階か

い

段だ
ん

が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
出い

ず

雲も

大た
い

社し
ゃ

の
本ほ

ん

殿で
ん

で
あ
る
。

　

出い
ず

雲も

大た
い

社し
ゃ

の
祭さ

い

祀し

を
代だ

い

々だ
い

掌
つ
か
さ
ど
っ
て
き
た
家い

え

に
伝つ

た

わ
る
史し

料り
ょ
うに
よ
れ
ば
、
出い

ず

雲も

大た
い

社し
ゃ

の
神し

ん

殿で
ん

は
、
上

じ
ょ
う

古こ

は
約や

く

９
６
ｍ
、

中ち
ゅ
う

古こ

は
約や

く

４
８
ｍ
、
現げ

ん

在ざ
い

は
約や

く

２
４
ｍ
と
あ
り
、
一い

ち

番ば
ん

細ほ
そ

い

柱は
し
らで
も
約や

く

３
ｍ
の
太ふ

と

さ
だ
と
い
う
。［
１
，　
ｐ
５
６
］

　

９
６
ｍ
と
言い

え
ば
、
現げ

ん

代だ
い

の
ビ
ル
で
も
２
０
数す

う

階か
い

に
相そ

う

当と
う

す
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
高こ

う

層そ
う

木も
く

造ぞ
う

建け
ん

築ち
く

が
、
は
る
か
神し

ん

話わ

の
時じ

代だ
い

に
建た

て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
由ゆ

来ら
い

に
も

日に

本ほ
ん

の
国く

に

柄が
ら

が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
こ
の
巨き

ょ

大だ
い

な
本ほ

ん

殿で
ん

は
、
神し

ん

話わ

に
見み

え
る
神か

み

々が
み

の
約や

く

束そ
く

に
由ゆ

来ら
い

す
る
。
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

土ど

を
開か

い

発は
つ

し
た
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とが
、
天あ

ま

照
て
ら
す

大お
お
み

神か
み

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
神か

み

々が
み

に
臣し

ん

従じ
ゅ
うす
る
前ぜ

ん

提て
い

と
し
て
つ
く
ら

れ
た
の
が
出い

ず

雲も

大た
い

社し
ゃ

で
あ
り
、
そ
の
約や

く

束そ
く

に
従

し
た
が
っ
て
、
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とは
皇こ

う

室し
つ

と
国こ

っ

家か

の
繁は

ん

栄え
い

と
安あ

ん

泰た
い

を
祈い

の

る
役や

く

割わ
り

を
引ひ

き
受う

け
た
の
で
あ
る
。［
１
，　
ｐ
５
６
］

　

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
統と

う

一い
つに
際さ

い

し
て
、
国こ

く

土ど

開か
い

発は
つ

に
功こ

う

の
あ
っ
た
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とが
皇こ

う

室し
つ

に
「
国く

に

譲ゆ
ず

り
」
を
し
、
皇こ

う

室し
つ

の
先せ

ん

祖ぞ

は
大お

お

国く
に

主ぬ
し

の
た
め
に
出い

ず

雲も

大た
い

社し
ゃ

を
創そ

う

建け
ん

さ
れ
た
。
以い

来ら
い

、
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とは

そ
こ
か
ら
皇こ

う

室し
つ

と
国こ

っ

家か

の
繁は

ん

栄え
い

と
安あ

ん

泰た
い

を
祈い

の

っ
て
き
た
の
だ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
平へ

い

和わ

的て
き

な
国こ

っ

家か

統と
う

合ご
う

が
わ
が
国く

に

の
特と

く

徴ち
ょ
うで

あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
唯ゆ

い

一い
つの
王お

う

朝ち
ょ
うの
も
と
で
、
平へ

い

和わ

と
繁は

ん

栄え
い

を
享

き
ょ
う

受じ
ゅ

し

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
わ
が
国く

に

は
巨き

ょ

大だ
い

な
古こ

墳ふ
ん

や
神し

ん

殿で
ん

を
数か

ず

多お
お

く
作つ

く

り
、
そ
れ
ら
を
維い

持じ

で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点て

ん

は
、
い

く
ら
国こ

く

が
大お

お

き
く
と
も
、
数す

う

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

ご
と
に
王お

う

朝ち
ょ
うの
交こ

う

代た
い

に
伴

と
も
な

う
内な

い

乱ら
ん

を
繰く

り
返か

え

し
て
き
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
は
大お

お

き
な
違ち

が

い
が
あ
る
。

　

世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

と
言い

え
ば
、「
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う」
も
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

の
歌か

集
し
ゅ
う

と
言い

え
る
よ
う
だ
。
し
か
も
、
７
、８
世せ

い

紀き

の
歌う

た

を
集あ

つ

め
た
、

世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
歌か

集し
ゅ
うと
も
言い

わ
れ
る
。
最さ

い

古こ

、
最さ

い

大だ
い

と
い
う
だ

け
で
な
く
、
そ
の
性せ

い

格か
く

が
ま
た
日に

本ほ
ん

の
国く

に

柄が
ら

を
表あ

ら
わし
て
い
る
。

　
歌う

た

の
作さ

く

者し
ゃ

は
、
天て

ん

皇の
う

か
ら
農の

う

民み
ん

や
防さ

き
も
り人
、
貧ま

ず

し
い
人ひ

と

々び
と

に

ま
で
お
よ
ぶ
。
年ね

ん

齢れ
い

や
地ち

域い
き

も
様さ

ま

々ざ
ま

で
あ
り
、
男だ

ん

女じ
ょ

の
差さ

別べ
つ

も
な
い
。

　

内な
い

容よ
う

も
、
国く

に

を
見み

渡わ
た

す
よ
う
な
も
の
か
ら
、
恋こ

い

の
歌う

た

や

日ひ

び々

の
生せ

い

活か
つ

を
述の

べ
た
も
の
ま
で
あ
り
、
当と

う

時じ

で
は
世せ

界か
い

に

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
先せ

ん

入に
ゅ
う

観か
ん

の
裏う

ら

を
か
く

５
．
高た

か

さ
９
６
ｍ
の
高こ

う

層そ
う

木も
く

造ぞ
う

建け
ん

築ち
く

（３） ２０１８年第４９７２号 	 ４月	 ７日	（土曜日）

６
．「
身み

分ぶ
ん

や
地ち

域い
き

を
超こ

え
た

          

国こ
く

民み
ん

的て
き

歌か

集し
ゅ
う

」

３
．
英え

い

語ご

学が
く

習し
ゅ
う

に
適て

き

し
た
英え

い

訳や
く

４
．
始し

皇こ
う

帝て
い

陵り
ょ
う

と

        

仁に
ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

陵り
ょ
う

の
違ち

が

い

　

外が
い

国こ
く

人じ
ん

に
日に

本ほ
ん

を
説せ

つ

明め
い

す
る
と
っ
て
お
き
の
方ほ

う

法ほ
う

７
．「
古ふ

る

く
か
ら
の
も
の
と

         

新あ
た
ら
し
い
も
の
が
た
く
み
に
共き

ょ
う
存ぞ

ん

」

類る
い

例れ
い

を
見み

な
い
ほ
ど
多た

彩さ
い

で
あ
る
。
身み

分ぶ
ん

や
地ち

域い
き

を
超こ

え
た

国こ
く

民み
ん

的て
き

歌か

集し
ゅ
うが
完か

ん

成せ
い

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
ろ
の

人ひ
と

々び
と

が
、
共

き
ょ
う

通つ
う

の
言こ

と

葉ば

を
使つ

か

い
、
感か

ん

動ど
う

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
示し

め

し
て
い
る
。［
１
，　
ｐ
５
０
］

　

日に

本ほ
ん

以い

外が
い

の
国く

に

で
は
、
詩し

は
専せ

ん

門も
ん

詩し

人じ
ん

が
作つ

く

り
、
国こ

く

民み
ん

の

中な
か

の
ご
く
一い

ち

部ぶ

の
教

き
ょ
う

養よ
う

階か
い

級き
ゅ
うが
そ
れ
を
味あ

じ

わ
う
も
の
だ
。
と
こ

ろ
が
日に

本ほ
ん

で
は
、
農の

う

民み
ん

や
兵へ

い

士し

に
至い

た

る
ま
で
、
和わ

歌か

を
作つ

く
っ
て

い
る
。
そ
し
て
良よ

い
和わ

歌か

を
作つ

く

る
に
は
、
作さ

っ

歌か

の
技ぎ

術じ
ゅ
つよ
り
も

良よ

き
真ま

心ご
こ
ろが
大た

い

切せ
つ

だ
、
と
考か

ん
が
え
ら
れ
て
い
た
。

　

良よ

い
歌う

た

な
ら
身み

分ぶ
ん

や
貧ひ

ん

富ぷ

、
男だ

ん

女じ
ょ

を
問と

わ
ず
集あ

つ

め
た
と
い

う
事こ

と

は
、人に

ん

間げ
ん

の
外が

い

形け
い

的て
き

な
違ち

が

い
よ
り
も
、真ま

心ご
こ
ろを
重

じ
ゅ
う

視し

す
る
、

と
い
う
文ぶ

ん

化か

的て
き

伝で
ん

統と
う

の
現あ

ら
われ
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
続つ

づ

い
て
、
同ど

う

書し
ょ

で
は
も
う
一ひ

と
つ
大だ

い

事じ

な
点て

ん

を
指し

摘て
き

し

て
い
る
。

　
す
ぐ
れ
た
歌う

た

を
つ
く
れ
ば
、
立た

ち

場ば

に
関か

ん

係け
い

な
く
歌か

集し
ゅ
うに
採さ

い

用よ
う

さ
れ
る
と
い
う
伝で

ん

統と
う

は
、
今こ

ん

日に
ち

に
も
引ひ

き
継つ

が
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
毎ま

い

年と
し

、
新し

ん

年ね
ん

に
皇こ

う

居き
ょ

で
行お

こ
なわ
れ
る
「
歌う

た

会か
い

始は
じ
めの
儀ぎ

」

に
は
、
す
ぐ
れ
た
歌う

た

を
つ
く
っ
た
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

や
高こ

う

校こ
う

生せ
い

が
招

し
ょ
う

待た
い

さ

れ
る
こ
と
も
珍め

ず
らし
く
な
い
。［
１
，　
ｐ
５
０
］

　

皇こ
う

室し
つ

が
１
２
５
代だ

い

も
続つ

づ

い
て
い
る
の
と
同ど

う

様よ
う

、
国こ

く

民み
ん

の
歌う

た

を

通つ
う

じ
て
真ま

心ご
こ
ろを
通か

よ

わ
せ
る
と
い
う
伝で

ん

統と
う

は
、
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う

以い

来ら
い

、

今い
ま

も
歌う

た

会か
い

始は
じ
めで
続つ

づ

い
て
い
る
。
こ
の
伝で

ん

統と
う

の
継け

い

続ぞ
く

性せ
い

は
、
世せ

界か
い

で
も
類る

い

を
見み

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

伝で
ん

統と
う

の
継け

い

続ぞ
く

性せ
い

の
も
う
一ひ

と
つ
の
表あ

ら
わ
れ
は
、
老し

舗に
せ

企き

業ぎ
ょ
うが
多お

お

い

と
い
う
こ
と
だ
。

　
日に

本ほ
ん

に
は
創そ

う

業ぎ
ょ
う２
０
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うの
企き

業ぎ
ょ
うが
３
５
０
０
社し

ゃ

ほ

ど
あ
る
と
言い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
数か

ず

は
２
位い

以い

下か

の
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
大お

お

き
く
引ひ

き
離は

な

し
て
い
る
。
創そ

う

業ぎ
ょ
う１
０
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うの
企き

業ぎ
ょ
うと
な
る
と
、
製せ

い

造ぞ
う

業ぎ
ょ
うだ
け
で
も

４
万ま

ん

５
０
０
０
社し

ゃ

ほ
ど
あ
り
、
さ
ら
に
創そ

う

業ぎ
ょ
う１
０
０
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うの
会か

い

社し
ゃ

も
あ
る
。こ
れ
ほ
ど
老し

舗に
せ

の
多お

お

い
国く

に

は
他ほ

か

に
は
な
い
。

［
１
，　
ｐ
２
１
８
］

　
こ
の
点て

ん

も
、
な
ぜ
か
と
問と

え
ば
、
わ
が
国く

に

の
国く

に

柄が
ら

に
行ゆ

き
着つ

く
。

　
こ
れ
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
、
外が

い

部ぶ

環か
ん

境き
ょ
うの
変へ

ん

化か

に
対た

い

す
る
柔

じ
ゅ
う

軟な
ん

な

適て
き

応お
う

力り
ょ
くと
進し

ん

取し
ゅ

の
気き

性し
ょ
うを
発は

っ

揮き

し
て
、
歴れ

き

史し

の
荒あ

ら

波な
み

を
乗の

り

越こ

え
て
き
た
こ
と
の
証あ

か
しと
も
い
え
る
。
内な

い

乱ら
ん

や
外が

い

国こ
く

と
の
戦せ

ん

争そ
う

も
あ
っ
た
が
、
異こ

と

な
る
民み

ん

族ぞ
く

が
入い

り
乱み

だ

れ
て
の
動ど

う

乱ら
ん

は
起お

こ
ら

な
か
っ
た
。
日に

本ほ
ん

は
、
外が

い

国こ
く

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
な
っ
た
こ
と
も
な
い
。

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
精せ

い

神し
ん

の
あ
り
か
た
が
今こ

ん

日に
ち

ま
で
変か

わ
る
こ
と
な
く

続つ
づ

い
て
い
る
。

　

老し

舗に
せ

に
限か

ぎ

ら
ず
、
日に

本ほ
ん

は
古ふ

る

く
か
ら
の
も
の
と
新あ

た
ら
し
い
も

の
が
た
く
み
に
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
る
。
古ふ

る

い
も
の
が
否ひ

定て
い

さ
れ
る

こ
と
な
く
、
新あ

た
ら
し
い
も
の
と
た
く
み
に
融ゆ

う

合ご
う

し
て
い
る
の
が
、

わ
が
国く

に

の
歴れ

き

史し

の
特と

く

色し
ょ
くと
い
う
こ
と
が
で
き
る
。［
１
，　
ｐ

２
１
８
］

　

最さ
い

先せ
ん

端た
ん

の
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

が
、
神し

ん

話わ

時じ

代だ
い

か
ら
の
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

と

共き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
る
事こ

と

は
、
世せ

界か
い

で
も
珍め

ず
らし
い
現げ

ん

象し
ょ
うで
あ
っ
て
、
こ

れ
に
魅み

了り
ょ
うさ
れ
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

訪ほ
う

問も
ん

客き
ゃ
くも
少す

く

な
く
な
い
。
世せ

界か
い

の

多お
お

く
の
国く

に

々ぐ
に

は
、
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

と
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

の
両

り
ょ
う

立り
つ

を
い
か
に

図は
か

る
か
と
い
う
難な

ん

題だ
い

に
苦く

る

し
ん
で
い
る
。
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

は
、
そ
れ

が
不ふ

可か

能の
う

で
な
い
事こ

と

を
示し

め

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

伝で
ん

統と
う

の
継け

い

続ぞ
く

性せ
い

の
根こ

ん

幹か
ん

は
、
や
は
り
皇こ

う

室し
つ

に
行ゆ

き
着つ

く
。

同ど
う

書し
ょ

は
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
天て

ん

皇の
う

」
の
項こ

う

で
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
る
。

　
現げ

ん

在ざ
い

、
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

を
敷し

く
２
０
数す

う

か
国く

に

の
う
ち
で
、
日に

本ほ
ん

は

そ
の
歴れ

き

史し

が
最も

っ
と
も
古ふ

る

い
。
天て

ん

皇の
う

を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
神し

ん

話わ

に
行ゆ

き
着つ

く
。
実じ

つ

年ね
ん

代だ
い

は
今い

ま

も
不ふ

明め
い

だ
が
、
始は

じ

ま
っ
た
の
は
お
よ
そ

２
０
０
０
年ね

ん

前ま
え

と
言い

わ
れ
て
い
る
。
１
９
世せ

い

紀き

に
は
「
エ
ン
ペ

ラ
ー
」（
ｅ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
ｏ
ｒ
）　
と
呼よ

ば
れ
る
統と

う

治ち

者し
ゃ

が
世せ

界か
い

に
１
０
人に

ん

ほ
ど
い
た
が
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
失う

し
な
わ
れ
、
現げ

ん

在ざ
い

は
日に

本ほ
ん

の

天て
ん

皇の
う

た
だ
一ひ

と

人り

と
な
っ
た
。［
１
，　
ｐ
２
３
２
］

　

人じ
ん

類る
い

史し

上じ
ょ
うの
奇き

跡せ
き

と
も
言い

う
べ
き
事じ

実じ
つ

だ
が
、
同ど

う

書し
ょ

は
そ

の
理り

由ゆ
う

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
簡か

ん

潔け
つ

に
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

拙せ
っ

著ち
ょ

第だ
い

５
弾だ

ん

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』［
ａ
］
で
、
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

の
事じ

績せ
き

を
踏ふ

ま
え
て
論ろ

ん

じ
て
い
る

の
で
、
参さ

ん

照し
ょ
うい
た
だ
き
た
い
。

　

皇こ
う

室し
つ

が
１
２
５
代だ

い

も
続つ

づ

い
て
き
た
こ
と
、
言い

い
換か

え
れ
ば

代だ
い

々だ
い

の
国こ

く

民み
ん

が
皇こ

う

室し
つ

を
護ご

持じ

し
て
き
た
こ
と
。
そ
の
史し

実じ
つ

自じ

体た
い

が
日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

の
継け

い

続ぞ
く

性せ
い

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
あ
る
と
と
も
に
、
巨き

ょ

大だ
い

古こ

墳ふ
ん

や
寺じ

社し
ゃ

、
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
うな
ど
の
、
世せ

界か
い

に
も
稀ま

れ

な
文ぶ

ん

化か

遺い

産さ
ん

を
築き

ず

き
、
守ま

も
っ
て
き
た
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くで
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点て

ん

を
踏ふ

ま
え
れ
ば
、「
日に

本ほ
ん

で
ど
ん
な
国く

に

？
」
と
の
質し

つ

問も
ん

に
対た

い

す
る
答こ

た

え
は　

や
は
り
一ひ

と
つ
し
か
な
い
。「
１
２
５
代だ

い

の
天て

ん

皇の
う

が
続つ

づ

い
て
き
た
国く

に

」
で
あ
る
。
も
う
す
ぐ
１
２
６
代だ

い

と
な
る
が
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
リ
ン
ク
、
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

The　tomb　of　Emperor　Nintoku　
（Da i sen　Kofun）　is　a　g ian t　
keyhole-shaped　burial　mound,　
486m　in　tota l　length ,　35m　
in　height,　and　460,000m2　in　
overall　area　including　the　triple　
moat　around　the　outside.　
In　area,　Emperor　Nintoku’ s　
tomb　is　the　largest　in　the　
world,surpassing　Qin　Shihuangdi’s　
tomb　and　the　pyramid　for　the　
pharaoh　Khufu　in　Egypt.

［１，　ｐ３１］

８
．
な
ぜ
天て

ん

皇の
う

は
１
２
５
代だ

い

も

         

続つ
づ

い
て
き
た
の
か

　

し
か
し
天て

ん

皇の
う

は
歴れ

き

史し

上じ
ょ
う、

強き
ょ
う

大だ
い

な
権け

ん

力り
ょ
くを
誇ほ

こ
っ
た
の
は

一い
ち

時じ

期き

の
こ
と
で
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
権け

ん

力り
ょ
くを
持も

た
ず
、

権け
ん

威い

の
み
を
有ゆ

う

し
て
き
た
。

実じ
つ

力り
ょ
くを
有ゆ

う

し
た
貴き

族ぞ
く

や
武ぶ

将し
ょ
うた
ち
が
天て

ん

皇の
う

に
取と

っ
て
代か

わ
る
こ
と
は
か
つ
て
一い

ち

度ど

も
な

く
、
彼か

れ

ら
は
天て

ん

皇の
う

か
ら
統と

う

治ち

の
正せ

い

統と
う

性せ
い

を
与あ

た

え
ら
れ
る
地ち

位い

を
選え

ら

ん
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
立た

ち

場ば

で
天て

ん

皇の
う

が
存そ

ん

続ぞ
く

し
得え

た
の
は
、
存そ

ん

続ぞ
く

を
願ね

が

う
多お

お

く
の
国こ

く

民み
ん

に
よ
っ

て
支さ

さ

え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。
天て

ん

皇の
う

は
自み

ず
か

ら
神か

み

々が
み

を
祭ま

つ

り
、
常つ

ね

に
民た

み

の
幸こ

う

福ふ
く

と

国こ
っ

家か

の
平へ

い

安あ
ん

を
祈い

の

る
こ
と
を

務つ
と

め
と
し
て
き
た
。
そ
の
結け

っ

果か

、
人ひ

と

々び
と

の
尊そ

ん

敬け
い

を
失う

し
な
う
こ

と
な
く
古こ

代だ
い

か
ら
現げ

ん

代だ
い

に
ま

で
至い

た

っ
た
の
で
あ
る
。［
１
，　

ｐ
２
３
２
］

　
「
天て

ん

皇の
う

は
自み

ず
か

ら
神か

み

々が
み

を
祭ま

つ

り
、
常つ

ね

に
民た

み

の
幸こ

う

福ふ
く

と
国こ

っ

家か

の
平へ

い

安あ
ん

を
祈い

の

る
こ
と
を
務つ

と

め

と
し
て
き
た
」
と
い
う
点て

ん

は
、

（
ａ
）
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、

平へ
い

成せ
い

３
０
年ね

ん

（
１
）
麗れ

い

澤た
く

大だ
い

学が
く

「
学ま

な

び
伝つ

た

え
よ
う
日に

本ほ
ん

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト　
（
著ち

ょ

），　

中な
か

山や
ま

理お
さ
む　
（
監か

ん

修し
ゅ
う）『
英え

い

語ご

対た
い

訳や
く

で
学ま

な

ぶ
日に

本ほ
ん　

歴れ
き

史し

と
文ぶ

ん

化か

の
１
１
１

項こ
う

目も
く

』、
扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
平へ

い

成せ
い

３
０
年ね

ん
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12
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会か
い

（R
ua Tom

as C
ar-

valhal, 1
8

4

）
で
開か

い

催さ
い

さ

れ
る
。
参さ

ん

加か

費ひ

２
５
レ
ア
ル

で
、
焼や

き
そ
ば
１
皿さ

ら

と
ビ
ン

ゴ
１
回か

い

を
楽た

の

し
め
る
。
焼や

き

そ
ば
は
麺め

ん

は
カ
リ
カ
リ
、
具ぐ

材ざ
い

も
た
っ
ぷ
り
で
好こ

う

評ひ
ょ
う

だ
と

か
。
日に

ち

曜よ
う

に
昼ひ

る

ご
は
ん
も
兼か

　

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
関せ

き

口ぐ
ち

ひ
と
み
首し

ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

（
５
９
、
熊く

ま

本も
と

県け
ん

）
が
マ
ナ
ウ
ス
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

に
―
―
日に

っ

伯ぱ
く

修し
ゅ
う

交こ
う

１
２
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
２
０
１
５
年ね

ん

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
、
同ど

う

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

１
０
０
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

の
中な

か

で
、
関せ

き

口ぐ
ち

さ
ん
は
「
初は

つ

の
女じ

ょ

性せ
い

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

」

と
な
っ
た
。
そ
し
て
今こ

ん

月げ
つ

末ま
つ

か
ら
は
、
在ざ

い

マ
ナ
ウ
ス
日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

す
る
。
今こ

ん

度ど

は
「
伯は

く

国こ
く

初は
つ

の

女じ
ょ

性せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

」
だ
。
関せ

き

口ぐ
ち

さ
ん
は
今こ

ん

月げ
つ

６
日か

に
来ら

い

社し
ゃ

し
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い
へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
た
。

ね
て
、
出で

か
け
て
み
て
は
？
！

　
　
　
　
　

◎

　

Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
『
ア
ル
プ
ス

の
少

し
ょ
う

女じ
ょ

ハ
イ
ジ
』『
母は

は

を
た
ず

ね
て
三さ

ん

千ぜ
ん

里り

』『
赤あ

か

毛げ

の
ア

ン
』
な
ど
で
演え

ん

出し
ゅ
つ
を
、
ア
ニ

メ
映え

い

画が

『
火ほ

垂た

る
の
墓は

か

』
で

は
監か

ん

督と
く

を
務つ

と

め
た
日に

本ほ
ん

を
代だ

い

レ
シ
フ
ェ
と
主し

ゅ

要よ
う

な
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

で
仕し

事ご
と

を
し
て
き
た
。
今こ

ん

回か
い

赴ふ

任に
ん

し
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
、

実じ
つ

に
数す

う

年ね
ん

ぶ
り
だ
っ
た
と
か
。

　

関せ
き

口ぐ
ち

さ
ん
は
、
聖せ

い

市し

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
活か

っ

気き

に
「
明あ

か

る
い
未み

来ら
い

を
見み

た
」
と
の
こ
と
。
日に

っ

系け
い

行ぎ
ょ
う

事じ

に
参さ

ん

加か

す
る
度た

び

に
団だ

ん

体た
い

の
活か

っ

気き

を
感か

ん

じ
た
そ
う
だ
。

「
団だ

ん

体た
い

数す
う

の
多お

お

さ
や
大お

お

き
さ
、

活か
つ

動ど
う

は
多た

岐き

に
渡わ

た

る
。
さ
す

が
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
と
思お

も

い
ま
し

た
。
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

が
進す

す

み
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

不ぶ

足そ
く

が
囁さ

さ
や
か
れ
て
い
る
が
、

行ぎ
ょ
う

事じ

に
参さ

ん

加か

す
れ
ば
若わ

か

い
人ひ

と

の
活か

つ

躍や
く

が
見み

ら
れ
た
」
と
振ふ

り
返か

え
っ
た
。

　
「
ど
の
団だ

ん

体た
い

、
参さ

ん

加か

す
る
個こ

人じ
ん

も
日に

本ほ
ん
へ
の
強つ

よ

い
思お

も

い
を
持も

ち
、
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に
活か

つ

動ど
う

し
て

い
る
」
と
語か

た
っ
た
。

　

関せ
き

口ぐ
ち

さ
ん
は
日に

っ

伯ぱ
く

修し
ゅ
う

交こ
う

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

に
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

に
赴ふ

任に
ん

、
館か

ん

員い
ん

の

一ひ
と

人り

と
し
て
翌よ

く

１
６
年ね

ん

の
リ

オ
五ご

輪り
ん

で
は
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うチ
ー

ム
の
合が

っ

宿し
ゅ
く

地ち

の
手て

配は
い

な
ど
邦ほ

う

人じ
ん

保ほ

護ご

業ぎ
ょ
う

務む

に
走は

し

り
、
昨さ

く

年ね
ん

は
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
開か

い

館か
ん

準じ
ゅ
ん

備び

に
飛と

び
回ま

わ

っ
た
。
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

に

控ひ
か

え
た
今こ

ん

月げ
つ

、
今こ

ん

度ど

は
マ
ナ

ウ
ス
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

に
向む

か

う
。
し

か
も
、
来ら

い

年ね
ん

は
ア
マ
ゾ
ン
移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
い
う
節ふ

し

目め

の

年と
し

だ
。

　

今こ
ん

回か
い

久ひ
さ

し
ぶ
り
に
戻も

ど

っ
た

聖せ
い

市し

で
は
、
コ
ロ
ニ
ア
行

ぎ
ょ
う

事じ

に

出し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
際さ

い

に
、
か
つ
て
の

知し

り
合あ

い
に
も
た
く
さ
ん
再さ

い

会か
い

し
た
と
い
う
。「
亡な

く
な
っ

た
父ち

ち

の
友ゆ

う

人じ
ん

か
ら
話は

な
し
を
聞き

い

た
り
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
場ば

面め
ん

も
」
と
振ふ

り
返か

え

る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
相す

も

撲う

連れ
ん

盟め
い

（
籠か

ご

原は
ら

功い
さ
お

会か
い

長ち
ょ
う

）
主し

ゅ

催さ
い

の
「
第だ

い

４
０
回か

い

聖せ
い

州し
ゅ
う

相す
も

撲う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

」
が
、
先せ

ん

月げ
つ

２
５
日に

ち

、
聖せ

い

市し

ボ
ン
・
レ
チ
ー
ロ
区く

の
常

じ
ょ
う

設せ
つ

土ど

俵ひ
ょ
う

場じ
ょ
うで
行お

こ

な
わ
れ
た
。

　

幼よ
う

少し
ょ
う

年ね
ん

の
選せ

ん

手し
ゅ

強き
ょ
う

化か

を

目も
く

的て
き

と
し
て
始は

じ

め
ら
れ
た
同ど

う

大た
い

会か
い

。
幼よ

う

年ね
ん

か
ら
準

じ
ゅ
ん

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

門も
ん

ま
で
年ね

ん

齢れ
い

別べ
つ

に
分わ

か
れ
約や

く

２
０
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
、
日ひ

頃ご
ろ

の
練れ

ん

習し
ゅ
う

成せ
い

果か

を
披ひ

露ろ
う

し
た
。

　

同ど
う

連れ
ん

盟め
い

の
大お

お

瀧た
き

多た

喜き

男お

理り

事じ

は
「
小ち

い

さ
い
子こ

供ど
も

達た
ち

が
大お

お

勢ぜ
い

参さ
ん

加か

し
て
く
れ
た
」
と
目め

を
細ほ

そ

め
、
特と

く

に
女じ

ょ

子し

の
存そ

ん

在ざ
い

感か
ん

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　
「
大お

と
な人
に
な
っ
て
か
ら
だ

と
恥は

ず
か
し
が
る
が
、
小ち

い

さ

い
頃こ

ろ

か
ら
な
ら
廻ま

わ

し
を
は
め

る
の
に
抵て

い

抗こ
う

も
な
い
」
と
語か

た

り
、
将

し
ょ
う

来ら
い

的て
き

な
五ご

輪り
ん

種し
ゅ

目も
く

の

認に
ん

定て
い

を
目め

指ざ

し
、
南な

ん

米べ
い

で
女じ

ょ

子し

相ず
も

撲う

の
強

き
ょ
う

化か

を
図は

か

り
た
い

　

聖せ
い

市し

で
の
約や

く

２
年ね

ん

半は
ん

を
総そ

う

括か
つ

し
、「
と
に
か
く
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
方か

た

々が
た

に
お
礼れ

い

を
申も

う

し
上あ

げ

た
い
。
皆み

な

様さ
ま

か
ら
聞き

い
た
話

は
な
し

は
私わ

た
し
を
豊ゆ

た

か
に
し
て
く
れ
た
。

私わ
た
しを
忘わ

す

れ
な
い
で
時と

き

々ど
き

連れ
ん

絡ら
く

し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
た
。

　

来ら
い

年ね
ん

の
ア
マ
ゾ
ン
移い

民み
ん

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
関か

ん

し
、「
ぜ
ひ
、

意い

気き

込ご

み
だ
。

　

女じ
ょ

子し

相ず
も

撲う

で
は
、
世せ

界か
い

相す
も

撲う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

で
二に

大た
い

会か
い

連れ
ん

続ぞ
く

銀ぎ
ん

メ
ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

し
た
ワ
タ
ナ

ベ
・
ル
シ
ア
ー
ナ
さ
ん
が
、

地じ

元も
と

ス
ザ
ノ
市し

で
相す

も

撲う

教
き
ょ
う

室し
つ

を
開ひ

ら

き
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

育い
く

成せ
い

に
励は

げ

む
。
同ど

う

市し

か
ら
約や

く

４
０
人に

ん

の

女じ
ょ

子し

が
参さ

ん

加か

し
た
と
い
う
。

　

同ど
う

日じ
つ

は
個こ

人じ
ん

戦せ
ん

・
団だ

ん

体た
い

戦せ
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
、
男だ

ん

女じ
ょ

と
も
に

聖せ
い

南な
ん

西せ
い

が
総そ

う

合ご
う

優ゆ
う

勝し
ょ
うに
輝か

が
や

い

　

パ
ウ
リ
ス
タ
文ぶ

ん

学が
く

ア
カ
デ

ミ
ー
と
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

学が
く

ア
カ
デ

ミ
ー
の
共

き
ょ
う

催さ
い

で
、
脳の

う

神し
ん

経け
い

外げ

科か

医い

ラ
ウ
ー
ル
・
マ
リ
ー
ノ
・

ジ
ュ
ニ
オ
ル
氏し

の
著ち

ょ

書し
ょ

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
脳の

う

と
日に

本ほ
ん

語ご

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

』
の
再さ

い

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

会か
い

が
、
１
２

ジュニオル氏
し

日に
ち

午ご

後ご

６
時じ

か
ら
聖せ

い

市し

セ
ン

ト
ロ
に
あ
る
同ど

う

ア
カ
デ
ミ
ー

（Largo do A
rouche, 

3
1

2

）
内な

い

の
ア
ウ
チ
ー
ノ
・

ア
ラ
ン
テ
ス
講こ

う

堂ど
う

で
開か

い

催さ
い

さ

れ
る
。

　

こ
れ
は
９
８
年ね

ん

に
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
同ど

う

書し
ょ

の
復ふ

っ

刻こ
く

版ば
ん

。
装そ

う

丁て
い

や
挿さ

し

絵え

等な
ど

を
刷さ

っ

新し
ん

し
、
ジ
ュ

ニ
オ
ル
氏し

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
新あ

ら

た
に
加く

わ

え
て
、
２
千せ

ん

部ぶ

が
再さ

い

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

６
月が

つ

、
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

学が
く

ア

カ
デ
ミ
ー
が
パ
ウ
リ
ス
タ
文ぶ

ん

学が
く

ア
カ
デ
ミ
ー
を
訪ほ

う

問も
ん

し
、

そ
の
活か

つ

動ど
う

状じ
ょ
う

況き
ょ
う

を
知し

っ
た

ジ
ュ
ニ
オ
ル
氏し

が
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

を
申も

う

し
出で

た
の
が
き
っ
か
け
。
売う

上り
あ
げ

収し
ゅ
う

益え
き

は
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

学が
く

ア
カ
デ

ミ
ー
な
ど
に
寄き

付ふ

さ
れ
る
。

　

ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
氏し

は
、
国こ

く

際さ
い

医い

学が
く

学が
っ

会か
い

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

の
た

め
７
２
年ね

ん

の
初は

つ

訪ほ
う

日に
ち

以い

来ら
い

、

１
２
回か

い

も
訪ほ

う

日に
ち

し
、
日に

本ほ
ん

の

医い

学が
く

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

と
も
深ふ

か

い
交こ

う

流
り
ゅ
う

を
持も

つ
知ち

日に
ち

家か

。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

脳の
う

の
研け

ん

究き
ゅ
うを
行お

こ
な

う
東と

う

京き
ょ
う

大だ
い

学が
く

医い

学が
く

部ぶ

研け
ん

究き
ゅ
う

室し
つ

の
角つ

の

田だ

忠た
だ

信の
ぶ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

と
知し

り
合あ

っ
た
こ
と
か

ら
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
脳の

う

の
発は

っ

達た
つ

に

お
け
る
日に

ち

語ご

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
西せ

い

洋よ
う

人じ
ん

と
比ひ

較か
く

、
考こ

う

察さ
つ

し
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
再さ

い

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

記き

念ね
ん

式し
き

の
ほ
か
、
ジ
ュ
ニ
オ
ル
氏し

の

　
「
第だ

い

１
１
回か

い

ニ
ッ
ケ
イ
祭ま

つ

り
」
が
、
７
、８
の
両

り
ょ
う

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
午ご

後ご

８
時じ

ま
で
、
バ
ハ
・
フ
ン
ダ
駅え

き

近ち
か

く
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
記き

念ね
ん

館か
ん

（R
ua A

uro Soares 
M

o
u

ra A
n

d
ra

d
e

, 
6

6
4

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

　
こ
れ
は
聖せ

い

市し

北き
た

区く

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
共

き
ょ
う

催さ
い

で
、
０
５
年ね

ん

か

ら
行お

こ
な

わ
れ
て
い
る
も
の
。
１
０

年ね
ん

に
聖せ

い

市し

公こ
う

式し
き

行ぎ
ょ
う

事じ

、
１
１

年ね
ん

に
州

し
ゅ
う

観か
ん

光こ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

と
し
て
認に

ん

定て
い

さ
れ
、
２
日か

間か
ん

で
約や

く

３
万ま

ん

人に
ん

の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

を
見み

込こ

む
。

　

今こ

年と
し

の
テ
ー
マ
は
「
も
っ

た
い
な
い
」。
日に

っ

系け
い

美び

術じ
ゅ
つ

家か

ら
に
よ
る
藝げ

い

術じ
ゅ
つ

作さ
く

品ひ
ん

を
通つ

う

じ

て
、
物ぶ

っ

質し
つ

、
非ひ

物ぶ
っ

質し
つ

を
問と

わ

ず
、
資し

源げ
ん

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
意い

識し
き

さ
せ
る
内な

い

容よ
う

と
な
っ
て
い
る
。

著ち
ょ

名め
い

な
造ぞ

う

形け
い

作さ
っ

家か

で
あ
る
豊と

よ

田た

豊ゆ
た
かさ
ん
ら
の
作さ

く

品ひ
ん

も
展て

ん

示じ

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
東と

う

洋よ
う

系け
い

俳は
い

優ゆ
う

に
よ

り
結け

っ

成せ
い

さ
れ
る
コ
レ
チ
ボ
・

オ
リ
エ
ン
テ
セ
が
、
一い

っ

本ぽ
ん

６
分ぷ

ん

程て
い

度ど

の
短た

ん

編ぺ
ん

映え
い

画が

１
４
本ほ

ん

の

試し

写し
ゃ

会か
い

を
行お

こ
な

う
。
民み

ん

族ぞ
く

、
社し

ゃ

会か
い

、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
多た

様よ
う

性せ
い

に
触ふ

れ
る
内な

い

容よ
う

で
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
日に

ち

常じ
ょ
うの
姿す

が
た

を
描え

が

く
作さ

く

も

あ
る
。

　

主し
ゅ

要よ
う

舞ぶ

台た
い

で
は
、
終

し
ゅ
う

日じ
つ

、

太た
い

鼓こ

、
武ぶ

術じ
ゅ
つ、
コ
ス
プ
レ
な

ど
様さ

ま

々ざ
ま

な
演え

ん

目も
く

も
披ひ

露ろ
う

さ
れ

る
ほ
か
、
フ
ー
ド
・
コ
ー
ト

で
は
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くも
楽た

の

し
め
る
。

　

入
に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う

だ
が
、
保ほ

存ぞ
ん

食し
ょ
く１
キ
ロ
を
持じ

参さ
ん

す
る
こ
と
。

表ひ
ょ
うす
る
演え

ん

出し
ゅ
つ

家か

・
映え

い

画が

監か
ん

督と
く

の
高た

か

畑は
た

勲い
さ
おさ
ん
が
５
日か

、
肺は

い

癌が
ん

の
た
め
東と

う

京き
ょ
う

都と

内な
い

の
病

び
ょ
う

院い
ん

に
お
い
て
８
２
歳さ

い

で
亡な

く
な

っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
大だ

い

人に
ん

気き

の
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ブ
リ
を
、

宮み
や

崎ざ
き

駿は
や
お

監か
ん

督と
く

と
共と

も

に
作つ

く

り
上あ

げ
た
実じ

つ

力り
ょ
く

者し
ゃ

だ
け
に
、
多お

お

く
の
伯は

っ

国こ
く

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
も
い

っ
せ
い
に
報ほ

う

道ど
う

し
て
い
る
。
昨さ

く

年ね
ん

１
１
月が

つ

に
復ふ

っ

活か
つ

し
た
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

シ
ネ
マ
で
も
「
高た

か

畑は
た

勲い
さ
お
シ
リ

ー
ズ
」
と
題だ

い

し
て
取と

り

上あ

げ
て

み
て
は
。
非ひ

日に
っ

系け
い

の
ジ
ブ
リ
フ

ァ
ン
と
の
交こ

う

流り
ゅ
うの
場ば

に
な
る
か

も
。

　

熊く
ま

本も
と

県け
ん

で
生う

ま
れ
、
両

り
ょ
う

親し
ん

に
連つ

れ
ら
れ
て
３
歳さ

い

で
渡と

伯は
く

し
た
関せ

き

口ぐ
ち

さ
ん
は
、「
母は

は

や

兄き
ょ
う

弟だ
い

も
こ
ち
ら
に
住す

ん
で
い

ま
す
。
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

も
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
育そ

だ

て
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
も

の
」
と
当と

う

地ち

へ
の
強つ

よ

い
思お

も

い
入い

れ
を
見み

せ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

立り
つ

総そ
う

合ご
う

大だ
い

学が
く

文ぶ
ん

学が
く

部ぶ

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

後ご

、
当と

う

地ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
現げ

ん

地ち

採さ
い

用よ
う

を
経へ

て
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

外が
い

務む

省し
ょ
うに
本ほ

ん

省
し
ょ
う

採さ
い

用よ
う

さ
れ
た
。
０
６
年ね

ん

か
ら

ベ
レ
ン
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
、
リ
オ
、

伯は
っ

国こ
く

で
初は

つ

の
女じ

ょ

性せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

に

関せ
き

口ぐ
ち

ひ
と
み
首し

ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

マ
ナ
ウ
ス
へ

た
。
結け

っ

果か

は
以い

下か

の
通と

お

り

（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く）。

　
【
個こ

人じ
ん

男だ
ん

子し

】
幼よ

う

年ね
ん

Ｃ
＝

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
デ
・
ナ
ル

ジ
、
同ど

う

Ｂ
＝
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・

オ
リ
ベ
イ
ラ
、
同ど

う

Ａ
＝
ギ
リ

ェ
ル
メ
・
ヂ
ニ
ス
、
準

じ
ゅ
ん

青せ
い

年ね
ん

＝
ブ
リ
ア
ン
・
エ
ン
リ
ケ
・

サ
ン
ト
ス
、
青せ

い

年ね
ん

＝
ジ
ョ
ア

ン
・
パ
ウ
ロ
・
ヴ
ィ
ラ
ウ
バ

　
【
個こ

人じ
ん

女じ
ょ

子し

】
幼よ

う

年ね
ん

Ｃ
＝

ア
ナ
・
ベ
ア
ト
リ
ス
、
同ど

う

Ｂ

幼よ
う

少し
ょ
う

年ね
ん

強き
ょ
う

化か

目も
く

的て
き

に
200
人に

ん

参さ
ん

加か

第だ
い

４
０
回か

い

聖せ
い

州し
ゅ
う

相す
も

撲う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

ジュ
ニ
オ
ル
氏し

、
出し

ゅ
っ

版ぱ
ん

会か
い

１
２
日に

ち

に

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
脳の

う

と
日に

本ほ
ん

語ご

の
重じ

ゅ
う

要よ
う

性せ
い

」

東と
う

納の
う

氏し

「
倫り

ん

理り

の
基き

本ほ
ん

」
を
語か

た

る

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

セ
ミ
ナ
ー
、
本ほ

ん

日じ
つ

＝
レ
ベ
ッ
カ
・
サ
カ
シ
タ
、

同ど
う

Ａ
＝
ヒ
ン
グ
リ
ッ
ジ
・
ハ
ル
ミ
・
ス
ガ
ワ
ラ
、
準

じ
ゅ
ん

青せ
い

年ね
ん

＝
ア
リ
シ
ア
・
マ
リ
ー
、
青せ

い

年ね
ん

＝
ジ
ョ
ゼ
ア
ニ
・
ヴ
ィ
ト

リ
ア

　
【
団だ

ん

体た
い

男だ
ん

子し

】
幼よ

う

年ね
ん

Ｃ
＝

聖せ
い

南な
ん

西せ
い

、同ど
う

Ｂ
＝
ノ
ー
ヴ
ァ・

セ
ン
ト
ラ
ル
、
同ど

う

Ａ
＝
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

、
準

じ
ゅ
ん

青せ
い

年ね
ん

＝
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

Ａ
、

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

（
須す

郷ご
う

清き
よ

隆た
か

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
、
社し

ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

倫り
ん

理り

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

の
東と

う

納の
う

英え
い

一い
ち

理り

事じ

を
招ま

ね

き
、「
モ

ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
７

日か

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

か
ら
、
聖せ

い

市し

の
ニ
ッ
ケ
イ
パ
ラ
セ
ホ
テ
ル

（R
ua G

alvao B
ueno, 

4
2

5
, L

ib
erd

ad
e

）
で

開か
い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。
日に

っ

ポ
両

り
ょ
う

語ご

。

　

東と
う

納の
う

理り

事じ

は
、
大お

お

分い
た

県け
ん

中な
か

津つ

市し

で
冠か

ん

婚こ
ん

葬そ
う

祭さ
い

や
贈お

く

り

物も
の

を
扱あ

つ
か

う
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

東と
う

納の
う

本ほ
ん

店て
ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

。
台た

い

湾わ
ん

、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
講こ

う

演え
ん

を
終お

え
、５
日か

に
着

ち
ゃ
く

伯は
く

し
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
「
倫り

ん

理り

の
基き

本ほ
ん

」
に
つ
い
て
説せ

つ

明め
い

す
る
。
経け

い

営え
い

者し
ゃ

が
困こ

ん

難な
ん

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
た
時と

き

の

心こ
こ
ろ

構か
ま

え
に
つ
い
て
「
苦く

楽ら
く

の

循じ
ゅ
ん

環か
ん

と
い
う
原げ

ん

理り

が
あ
る
。

苦く

難な
ん

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
た
と
き
、
ど

う
対た

い

処し
ょ

す
る
か
」
と
講こ

う

演え
ん

の

概が
い

要よ
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。
国こ

っ

境き
ょ
うを

越こ

え
て
通つ

う

用よ
う

す
る
倫り

ん

理り

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
語か

た

る
。

　

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
市し

の
エ
ウ

ロ
・
ス
ー
ツ
・
ホ
テ
ル
（R

ua 
reg

en
te F

eij, 5
9

5
, 

C
en

tro

）
で
も
８
日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
講こ

う

演え
ん

す
る
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
須す

郷ご
う

会か
い

長
ち
ょ
う

（
１
９
・
９
９
６
３
５
・
８
１ 

３
５
）
ま
で
。

「日
にっ

系
けい

社
しゃ

会
かい

、ありがとう！」
（７） ２０１８年第４９７２ 	 ４月	 ７日	（土曜日）

白
はく

熱
ねつ

した相
すも

撲
う

大
たい

会
かい

第だ
い

１
１
回か
い

ニ
ッ
ケ

イ
祭ま
つ
り

、
今こ
ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
テ
ー
マ
に

サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
うや
南み

な
みの
方ほ

う

で
も

一い
っ

緒し
ょ

に
祝い

わ

っ
て
下く

だ

さ
い
。
マ
ナ

ウ
ス
で
お
待ま

ち
し
て
お
り
ま

す
」
と
微

ほ
ほ
え

笑
ん
だ
。

　
「
焼や

き
そ
ば
ビ
ン
ゴ
」
が
８

日か

正し
ょ
う

午ご

か
ら
、
地ち

下か

鉄て
つ

パ
ラ

イ
ー
ゾ
駅え

き

近ち
か

く
の
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

当と
う

地ち

で
の
思お

も

い
出で

を
語か

た

る
関せ

き

口ぐ
ち

さ
ん

青せ
い

年ね
ん

＝
北き

た

　
【
団だ

ん

体た
い

女じ
ょ

子し

】
幼よ

う

年ね
ん

Ｃ
、Ｂ
、

Ａ
＝
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

、
準

じ
ゅ
ん

青せ
い

年ね
ん

、
青せ

い

年ね
ん

＝
ノ
ー
ヴ
ァ
・
セ
ン
ト
ラ

ル

講こ
う

演え
ん

、
サ
イ
ン
会か

い

も
行お

こ
な

わ
れ

る
。
一い

っ

冊さ
つ

７
０
レ
ア
ル
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
、
同ど

う

ア
カ
デ
ミ
ー

（
３
３
３
１
・
７
２
２
２
）

ま
で
。

　
コ
ジ
ロ
ー
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル

情じ
ょ
う

報ほ
う

誌し

「
ピ
ン
ド
ラ
ー
マ
」

４
月が

つ

号ご
う

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

の
「
移い

民み
ん

の
肖

し
ょ
う

像ぞ
う

」

は
グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
市し

で
５
０

年ね
ん

以い

上じ
ょ
う
も
竹た

け

を
育そ

だ

て
て
き
た

宮み
や

崎ざ
き

堯た
か
しさ
ん
。
１
８
歳さ

い

で
単た

ん

身し
ん

渡と

伯は
く

し
た
宮み

や

崎ざ
き

さ
ん
の
竹た

け

栽さ
い

培ば
い

へ
の
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

が
描か

か
れ
た
。

　

ま
た
、好こ

う

評ひ
ょ
う

連れ
ん

載さ
い

中ち
ゅ
うの「
ブ

ラ
ジ
ル
版ば

ん

百ひ
ゃ
く

人に
ん

一い
ち

語ご

」「
白し

ら

洲す

太た

郎ろ
う

の
カ
メ
ロ
ー
万ば

ん

歳ざ
い

」
「
ク
ラ
ッ
キ
列れ

つ

伝で
ん

」
の
ほ
か
、

恒こ
う

例れ
い

の
グ
ル
メ
、
イ
ベ
ン
ト
、

求き
ゅ
う

人じ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

な
ど
を
掲け

い

載さ
い

。

　
日に

っ

系け
い

書し
ょ

店て
ん

、
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

材ざ
い

店て
ん

な
ど
で
配は

い

布ふ

中ち
ゅ
う。
問と

い

合あ
わ

せ
は

同ど
う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ（
１
１
・３
２
７
７ 

・
４
１
２
１
）
ま
で
。

来ら
い

社し
ゃ

し
た
東と

う

納の
う

理り

事じ

ピ
ン
ド
ラ
ー
マ

４
月が
つ
号ご
う
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Comentário (05/04/2018)

Uma centena de alunos 
de sete universidades japo-
nesas que ministram cursos 
de idiomas estrangeiros re-
alizaram tarefas linguísti-
cas nos Jogos Olímpicos 
de Pyeongchang. A maioria 
deles — cerca de 70 — era 
da Universidade Kanda 
de Estudos Internacionais. 
Após o retorno dos estudan-
tes ao Japão, a universidade 
os reuniu para um relato 
das atividades na cidade 
sul-coreana. Uma grande 
quantidade de desafios foi 
destacada no encontro. Nes-
te Comentário, fala sobre a 
experiência o chefe de ga-
binete da reitoria da Uni-
versidade Kanda de Estu-
dos Internacionais, Takumi 
Okado.
“Acreditamos serem muito 
importantes para os nos-

sos alunos oportunidades 
de usar em situações reais 
idiomas que aprendem na 
instituição. A nossa univer-
sidade apoiou, assim, o ofe-
recimento das chances para 
os estudantes nos Jogos.
Antes da Olimpíada, pro-
piciamos aos alunos que 
atuaram como voluntários 
seminários no Japão e na 
Coreia do Sul sobre técni-
cas de interpretação, de en-
tendimento intercultural, de 
orientação turística e cultu-
ra esportiva. Nos Jogos de 
Pyeongchang, os estudantes 
atuaram em três locais de 
provas, guiando expecta-
dores aos seus lugares ou 
às bilheterias com o uso de 
inglês, coreano, chinês e ou-
tros idiomas.
Após a reunião com os 
alunos, identificamos pro-

blemas a resolver. Ficou 
particularmente evidente a 
importância do trabalho em 
equipe entre os voluntários. 
São indivíduos de diferen-
tes países e territórios, com 
disparidades no seu domínio 
linguístico. Os estudantes 
assinalaram que trabalhar 
adequadamente em equi-
pe seria impossível se não 
tivesse havido entre os vo-
luntários trocas de informa-
ções e de suas experiências. 
Espero que o comitê organi-
zador da Olimpíada de 2020 
em Tóquio atribua tarefas de 
voluntariado não só a indi-
víduos, como também cole-
tivamente a entidades ou or-
ganismos. Será um meio de 
ajudar a fortalecer grupos de 
voluntários.
Além disso, acredito que 
a experiência prática seja 

O governo japonês apro-
vou um projeto de lei refe-
rente à reforma do sistema 
trabalhista, com o objetivo 
de legalizá-lo na atual ses-
são do Parlamento.
O plano foi endossado em 
uma reunião do gabinete na 
sexta-feira.
Segundo o projeto de lei, 
empregadores não poderão 

O ministro da Defesa do 
Japão, Itsunori Onodera, 
afirmou que sua pasta vai 
verificar se houve um aco-
bertamento envolvendo a 
falta de comunicação a res-
peito da descoberta de regis-
tros de atividades da Força 
Terrestre de Autodefesa do 
país no Iraque, em março de 
2017.

fundamental para a atuação 
como voluntário em razão 
dos contatos com estrangei-
ros dotados de distintas ma-
neiras de pensar e de dife-
rentes culturas. Muitos dos 
estudantes relataram que, 
no início, se sentiram arre-
batados pela atmosfera pe-
culiar da Olimpíada de In-
verno. A única maneira pela 
qual podem enfrentar im-
previstos em circunstâncias 
práticas é a acumulação de 
experiência nas atividades. 
Por fim, será importante a 
capacidade de reagir apro-
priadamente a emergências 
nos Jogos. Treinamentos e 
vários tipos de simulação 
serão necessários para habi-
litar os voluntários a reagir 
adequadamente a eventuais 
emergências.”

Política (06/04/2018)

Ministério da Defesa (05/04/2018)

Governo japonês aprova projeto 
de lei sobre reforma do sistema 
trabalhista

Ministério da Defesa do Japão vai 
investigar se houve acobertamento de 
registros da pasta

permitir que seus funcio-
nários efetuem mais de 720 
horas extras por ano. Será 
também estabelecido um 
teto de 100 horas extras por 
mês.
O plano vai também intro-
duzir um novo sistema que 
irá recompensar trabalhado-
res com base nos resultados, 
e não nas horas trabalhadas.

Na quinta-feira, no Comitê 
de Defesa e Relações Ex-
teriores da Câmara Alta do 
Parlamento japonês, legisla-
dores da oposição exigiram 
saber por que a descoberta 
dos documentos não foi co-
municada à então ministra 
da Defesa, Tomomi Inada, e 
a outros funcionários de alto 
escalão.

O sistema abrange funcio-
nários que recebem altos 
salários e possuem grandes 
habilidades profissionais 
específicas.
O projeto de lei irá proibir 
que empregadores tratem 
de maneira diferente os tra-
balhadores efetivos e não 
efetivos, de forma a permi-
tir o pagamento de mesmo 

Os documentos em questão 
são os registros de ativida-
des diárias de uma unidade 
da Força Terrestre de Auto-
defesa no Iraque, entre 2004 
e 2006. Em fevereiro do ano 
passado, a Força Terrestre 
de Autodefesa comunicou 
ao ministério que não havia 
conseguido encontrar os re-
gistros.

O ministro dos Negócios 
Estrangeiros do Japão disse 
que qualquer retomada das 
conversações entre 6 partes 
sobre o programa nuclear 
norte-coreano deve ser ana-
lisada com cuidado.
Falando a repórteres na sex-
ta-feira, Taro Kono se re-
feriu a relatos da imprensa 

de que o líder da Coreia do 
Norte, Kim Jong Un, disse 
ao presidente da China, Xi 
Jinping, no encontro da se-
mana passada em Pequim, 
que havia concordado em 
retornar à mesa de negocia-
ções sobre a desnucleariza-
ção.
Kono manifestou a espe-

rança de que a comunidade 
internacional adote a ação 
mais apropriada após ver os 
resultados da cúpula entre 
as duas Coreias e da progra-
mada reunião entre os líde-
res dos Estados Unidos e da 
Coreia do Norte.
O chanceler japonês disse 
que Pyongyang ainda tem 

Chanceler japonês manifesta cautela sobre 
retomada das conversações entre 6 partes

Diplomacia (06/04/2018)

de efetuar um anúncio ofi-
cial sobre as conversações 
entre 6 partes.
Ele acrescentou que a reto-
mada das negociações deve 
ser discutida somente após 
a confirmação, na reunião 
de cúpula, do compromisso 
sério em relação à desnucle-
arização por parte do gover-
no norte-coreano.

A eronaves de transporte 
americanas Osprey chega-
ram a uma base dos EUA 
nos subúrbios de Tóquio. 
Elas serão as primeiras des-
se tipo em uma base ameri-
cana no Japão fora da pro-
víncia de Okinawa.
Cinco Osprey CV-22 da 
Força Aérea chegaram à 
base aérea americana de 
Yokota, no oeste de Tóquio, 
por volta das 11h30 da ma-
nhã de quinta-feira, após 
terem partido de uma insta-
lação militar americana em 
Yokohama, nas proximida-
des da capital.
Elas aparentemente pousa-
ram com segurança, sem 
maiores problemas, e acre-
dita-se que estão passando 
por inspeções pós-aterrissa-
gem.

Defesa nacional (05/04/2018)

Aeronaves Osprey chegam 
à base aérea americana de 
Yokota em Tóquio

As cinco aeronaves de-
vem participar de treina-
mentos na região da base 
antes de serem utilizadas 
oficialmente a partir do 
verão japonês.
As Forças Armadas dos 
EUA vão enviar gradu-
almente um total de 10 
Osprey e 450 de seus 
membros para Yokota 
ao longo dos próximos 
anos.
O Ministério da Defesa 
do Japão pretende intro-
duzir cinco Osprey em 
sua Força Terrestre de 
Autodefesa a partir deste 
ano fiscal. Autoridades 
estão preparando o des-
tacamento temporário 
das aeronaves na cidade 
de Kisarazu, nas proxi-
midades de Tóquio.

valor para um mesmo tipo 
de trabalho.
Também, as firmas terão 
que se manter informadas 
sobre as horas trabalhadas 
de seus funcionários para 
monitorar suas condições 
de saúde.
O ministro do Trabalho, 
Katsunobu Kato, disse após 
a reunião que será a primei-
ra grande reforma do siste-
ma trabalhista do Japão em 
70 anos, e que tem como 
objetivo permitir que as 
pessoas escolham as manei-
ras de trabalhar, de acordo 
com suas necessidades.

O ministro da Defesa reco-
nheceu a gravidade da situa-
ção e desculpou-se por cau-
sar a desconfiança pública.
Itsunori Onodera afirmou 
que vai formar uma equipe 
para investigar por que a 
descoberta dos registros há 
um ano não foi comunicada. 
Ele disse que vai informar o 
Parlamento sobre as desco-
bertas da equipe.
Um membro de um parti-
do oposicionista exigiu a 
renúncia de Onodera, ale-
gando total falta de controle 
civil.


	07-04 p1
	07-04 p2
	07-04 p3
	07-04 p4
	07-04 p5
	07-04 p6
	07-04 p7
	07-04 p8

